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V302a X線分光撮像衛星XRISM搭載 X線望遠鏡 (XMA)開発の現状 (10)
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2023年 9月に打ち上げられた X線分光撮像衛星 (XRISM)に搭載されている 2つの観測システム、Xtendと
Resolveの光学系をXMA(X-ray Mirror Assembly)と呼ぶ。我々は続々と取得されているXRISMの天体データ
を元に、XMAの軌道上較正を進めている。AimpointでのXtendのPSFはPDS 456 (full window)やNGC4151
(1/8 window)の観測から、地上と近い結果が得られており、HPDは要求値の 1.7分角を十分満たすことが確認さ
れた。Resolveではピクセル (サイズ 0.5×0.5分角)毎の有効面積分布が、全 35ピクセルのうち少なくとも 7割で、
地上の結果と 20%の精度で一致している。Aimpointでの有効面積の応答関数 (エネルギーの関数)は、標準的な
較正天体 3C 273を用いて他衛星と比較されている。Xtendでは既に、fluxとスペクトルの傾きの両方で、現在最
も信頼されている NuSTAR衛星と一致する結果が得られた。Resolveでは傾きは一致しているが、fluxが 5%ほ
ど高い (応答関数がハードウェアの有効面積より小さい)結果になった。他にも、off-axis PSFや光軸測定、迷光
のデータが取得され、解析されている。本講演ではそれまでに得られたXMAの性能と較正の状況を報告する。


